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「 一つに 」
先週の２１日（金）に校内合唱コンクールを開催し

ました。コロナ禍での実施ということで、担当の山部
教諭は様々な対策を準備していました。その中で計画
当初は参観のご家族を学年ごとに入れ替えることと、
待機場所として準備していたランチルームにもオンラ
インで配信すること等を考えていました。しかしなが
ら、熊本県内の新型コロナウイルス感染症のリスクレ
ベルが改善したことを受けて、急きょ、全学年のご家 【７年2組 課題曲「変わらないもの」 】

族に自由にご参観いただけるように変更させていただ
いた次第です。
どの学年もどの学級も素晴らしい出来映えでした

が、簡単にこの日の合唱にたどりついたわけではあり
ません。各学級で指揮者や伴奏者はもちろんのこと、
パートリーダーの生徒らが中心となって、担当の山部
教諭と共に、そして、各学級担任も一緒になっての取
り組みでした。そういう毎日の練習の積み重ねと、そ
の努力がわかるからこそ、この日の生徒の姿をなんと 【 ８年２組 自由曲「時の旅人」 】

してでもご紹介したいと思っていました。コンクール
当日は多くのご家族の皆様方にお越しいただき、時間
帯によっては多めに準備したはずの椅子が足りないほ
どでした。それは本校にとっても久しぶりの光景でし
た。各学級の歌声とその姿はいかがだったでしょうか。
生徒にとっては、自分たちの合唱を一番聴かせたか

ったのはご家族の皆さんだったはずです。だからこそ
そういう生徒の姿と歌声をご家族の皆様方と共有出来
たことを嬉しく思っています。この通信でも生徒や職 【 ９年１組 自由曲「手紙」 】

員の日常の姿や頑張りを少しでもお伝えしたいと思っ
ていますが、やはり実際に見ていただく機会には全く
及びません。
学級全員で一つのものを作り上げていく経験は何物

にも代えがたい経験だったはずです。生徒と学級担任
にとってはまた一つ素敵な想い出が積み上げられまし
た。この経験をこれからの学級作りに是非ともつない
でいってほしいと願うばかりです。

【 司会は文化広報委員 頑張りました 】

「 夢を追う 」
１０月３日（月）から２１日（金）までの三週間、

本校で教育自習生を受け入れました。実習生は本校卒
業生の河津美咲さんでした。河津さんは歌が好き、音
楽が好きで、自分の思い描く夢を追い続けています。
そういう卒業生の夢の実現をお手伝い出来ることを私
たち職員は嬉しく思っていますし、本校生徒にとって
も良き刺激となる機会だったと思っています。
※この通信のカラー版は、「小国中学校ホームページ」でご覧いただけます。


